





























学苑 総合教育センター国際学科特集 No.835 1～10（20105）
開放制教員養成の哲学と現実






























































































































































































































都道府県 国公私 大学名 学部等名 学科等名
北海道 国 北海道教育大学 教育学部 教員養成課程
私 藤女子大学 人間生活学部 人間生活学科
私 北翔大学 人間福祉学部 地域福祉学科
生涯学習システム学部 健康プランニング学科
青森 国 弘前大学 教育学部 学校教育教員養成課程
私 東北女子大学 家政学部 家政学科
岩手 国 岩手大学 教育学部 学校教育教員養成課程
宮城 国 宮城教育大学 教育学部 初等教育教員養成課程
中等教育教員養成課程
特別支援教育教員養成課程
私 東北生活文化大学 家政学部 家政学科（服飾文化専攻）
私 宮城学院女子大学 学芸学部 生活文化デザイン学科
秋田 国 秋田大学 教育文化学部 地域科学課程
山形 国 山形大学 地域教育文化学部 生活総合学科
福島 国 福島大学 人文社会学群 人間発達文化学類
私 郡山女子大学 家政学部 人間生活学科
食物栄養学科
茨城 国 茨城大学 教育学部 学校教育教員養成課程
私 茨城キリスト教大学 生活科学部 食物健康科学科
栃木 国 宇都宮大学 教育学部 学校教育教員養成課程
群馬 国 群馬大学 教育学部 学校教育教員養成課程
埼玉 国 埼玉大学 教育学部 学校教育教員養成課程
私 女子栄養大学 栄養学部 保健栄養学科（栄養科学専攻）
栄養学部二部 保健栄養学科
私 文教大学 教育学部 学校教育課程
千葉 国 千葉大学 教育学部 小学校教員養成課程
中学校教員養成課程
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私 聖徳大学 人文学部 人間栄養学科
私 帝京平成大学 現代ライフ学部 人間文化学科（人間文化専攻）
私 和洋女子大学 家政学部 服飾造形学類
健康栄養学類
生活環境学類
私 聖徳大学短期大学部 専攻科 服飾文化専攻




国 お茶の水女子大学 生活科学部 人間生活学科
私 大妻女子大学 家政学部 被服学科
食物学科（食物学専攻）




私 実践女子大学 生活科学部 食生活科学科（食物科学専攻）
生活環境学科
生活文化学科（生活文化専攻）
私 昭和女子大学 生活科学部 環境デザイン学科
健康デザイン学科
私 杉野服飾大学 服飾学部 服飾学科
私 東京家政大学 家政学部 栄養学科（栄養学専攻）
服飾美術学科（服飾専攻）
私 東京家政学院大学 家政学部 現代家政学科
児童学科
住居学科






私 文化女子大学 服装学部 服装造形学科
服装社会学科
神奈川 国 横浜国立大学 教育人間科学部 学校教育課程
私 鎌倉女子大学 家政学部 家政保健学科
私 相模女子大学 栄養科学部 健康栄養学科
新潟 国 新潟大学 教育人間科学部 学校教員養成課程
生活科学課程
国 上越教育大学 学校教育学部 初等教育教員養成課程
富山 国 富山大学 人間発達学部 人間環境システム学科
石川 国 金沢大学 人間社会学域 学校教育学類
福井 国 福井大学 教育地域科学部 学校教育課程
山梨 国 山梨大学 教育人間科学部 学校教育課程
公 山梨県立大学 人間福祉学部 福祉コミュニティ学科
私 山梨学院短期大学 専攻科 食物栄養専攻
長野 国 信州大学 教育学部 学校教育教員養成課程
岐阜 国 岐阜大学 教育学部 学校教育教員養成課程
私 岐阜女子大学 家政学部 生活科学科（生活科学専攻）
生活科学科（住居学専攻）
健康栄養学科
私 東海学院大学 健康福祉学部 食健康学科
静岡 国 静岡大学 教育学部 学校教育教員養成課程




























都道府県 国公私 大学名 学部等名 学科等名
特別支援教育教員養成課程
養護教諭養成課程
私 愛知学泉大学 家政学部 家政学科（家政学専攻）
私 金城学院大学 生活環境学部 生活環境情報学科
環境デザイン学科
食環境栄養学科
私 椙山女学園大学 生活科学部 管理栄養学科
生活環境デザイン学科
私 名古屋女子大学 家政学部 生活環境学科
食物栄養学科
家政経済学科
合計数 57大学（短大を含む） 59学部等 98学科（専攻）
西日本計 54大学（短大を含む） 56学部等 99学科（専攻）
全国計 111大学 115学部等 197学科（専攻）
（文部科学省発表のデータを，小池が一覧表化した。）
専門性の強調から教職の専門性の強調への力点移動だと見ることができるのではないだろうか。
そこで，教育職員養成審議会の「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」第一次答
申（10）が指摘した，「教員に求められる資質能力」によって確認してみたい。この答申では「専門的
職業である『教職』に対する愛着，誇り，一体感に支えられた知識，技能等の総体」として，いつの
時代にも教師に求められる資質能力（普遍的な資質能力である，「教育者としての使命感，人間の成長発
達についての深い理解，幼児児童生徒に対する教育的愛情，教科等に関する専門的知識，広く豊かな教養，
そしてこれらを基盤とした実践的指導力」）を前提として，この資質能力との重複も含めて，今後特に教
師に求められる資質能力の具体例を，図式的に整理して示している（図1）。
図1からも明らかなように，「大学において」「開放制で」実施する教員養成カリキュラムは，広領
域のものである。「あれかこれか」を論じるのは愚かしいことである。学習指導要領の方向性に関し
て「ゆとりか詰め込みか」の対立が不毛なものであるのと同じだと言える。「アカデミックな大学院」
か「教職大学院」かなどの議論も，今後の教職課程設計の中で生じてくるものと思われるが，これも
無用の議論となる。その際，接着剤あるいは緩衝材のような役割を果たすものとして，私は「教養」
を考える。『広辞苑』第六版によれば，教養とは「学問芸術などにより人間性知性を磨き高める
こと。その基礎となる文化的内容知識振舞い方などは時代や民族の文化理念の変遷に応じて異な
る。」とされる。教師は，豊かな教養を身につけた人間と表現してもいいと思っている。
―９―
図1 今後特に教員に求められる具体的資質能力の例
教員の職務から必然的に求められる資質能力
幼児児童生徒や教育の在り方に関する適切な理解
例:幼児児童生徒観，教育観（国家における教育の役割についての理解を含む）
教職に対する愛着，誇り，一体感
例:教職に対する情熱使命感，子どもに対する責任感や興味関心
教科指導，生徒指導等のための知識，技能及び態度
例:教職の意識や教員の役割に関する正確な知識，子どもの個性や課題解決能力を生かす能力，
子どもを思いやり感情移入できること，カウンセリングマインド，困難な事態をうまく処
理できる能力，地域家庭との円滑な関係を構築できる能力
変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力
課題解決能力に関わるもの
例:個性，感性，創造力，応用力，論理的思考力，課題解決能力，断続的な自己教育力
人間関係に関わるもの
例:社会性，対人関係能力，コミュニケーション能力，ネットワーキング能力
社会の変化に適応するための知識及び技能
例:自己表現能力（外国語のコミュニケーション能力を含む），メディアリテラシー，基礎的
なコンピュータ活用能力
豊かな人間性
例:人間尊重人権尊重の精神，男女平等の精神，思いやりの心，ボランティア精神
国際社会で必要とされる基本的資質能力
例:考え方や立場の相違を受容し多様な価値観を尊重する態度，国際社会に貢献する態度，自国
や地域の歴史文化を理解し尊重する態度
地球的視野に立って行動するための資質能力
地球，国家，人間等に関する適切な理解
例:地球観，国家観，人間観，個人と地球や国家の関係についての適切な理解，社会集団にお
ける規範意識
∞.次へ進むために
「教養」を提起しただけで，本稿は閉じることにする。6年制の教員養成の問題を含めて，さらに
研究と検討を進めなければならない。そのキーワードとして，教養と一体をなすものとして「聖職」
を挙げておきたい。聖職などと言えば，直ちに「いつか来た道へ戻るのか」，「反動的だ」との，ステ
レオタイプの批判が響くだろう。しかし，聖職者か労働者か，それとも専門職という曖昧な位置づけ
に引きずられずに，私は「新しい聖職」のコンセプトで考えてみようと思う。ここに，教職の普遍性
があると信じるからである。この提起の詳細については，次稿に委ねることとしたい。
注および引用参考文献》
（1） 川端達夫文部科学大臣と中川正春，鈴木寛の両副大臣および後藤斎，高井美穂の両政務官の5名を指す。
（2） 教員採用対策誌『月刊「教職課程」』（協同出版）は，「教員養成6年制への展望」を特集し，渡邊あや
「フィンランドの教員養成」（2010年2月号，pp.113～115），八尾坂修「アメリカに見る我が国の教員養
成6年制への可能性」（2010年3月号，pp.129～131）の論考を掲載した。また，「協同出版セミナー『ど
うなる教員養成6年制教員の資質向上の決めてになるのか』」のセミナー（2010年2月23日，経団
連会館）で開催された。小池も「私学を支える『髄』，それは教師力」（『月刊高校教育』2010年3月号，
学事出版，pp.98～101）で，私学教員の養成を中心に，教員養成の充実を論じた。
（3） 唐澤富太郎『教師の歴史教師の生活と倫理』，創文社，1955，pp.55～56。
（4） 新田次郎『聖職の碑』，講談社文庫，1980。1913年に木曽駒ケ岳集団登山で起きた，長野県中箕輪高等小
学校の遭難事件を題材とし，校長をはじめとする教師たちの姿を描いた作品。
（5） 学校教育法では，四年制大学に短期大学，大学院を含めて「大学」という括りで捉えている。また，大学
以外の指定教員養成機関でも教員養成教育が認められ，免許状取得が可能である。
（6） 文部科学省「中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部会（第31回）議事録参考資料3」による。
この部会は，2005年4月22日に開催された。
（http:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/gijiroku/s05071301.htm）
（7） 上越教育大学，兵庫教育大学，鳴門教育大学（鳴門は1981年の開学）の3大学大学院が設立された。
（8） 麻生誠「新構想教員養成大学院についての回顧と感想」，中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部
会（第27回）議事録配付資料3による。この部会は，2004年12月17日に開催された。なお，文中の
［前］は，小池が補ったものである。
（http:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/gijiroku/s05012701/002.htm）
（9） 文部科学大臣によって，2008年3月28日に告示され，2012年度から施行される。
（10） 1997年7月に提出された答申。教育職員養成審議会は2001年の中央省庁再編に伴い，中央教育審議会
（中教審）に統合された。
（http:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/12/yousei/toushin/970703.htm）
○ 達雄酒井博世笠井尚編著『現代教育と教師』，大学教育出版，2006。
○ 久冨善之編著『教師の専門性とアイデンティティ教育改革時代の国際比較調査と国際シンポジウムから』，
勁草書房，2009。
（こいけ としお 総合教育センター）
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